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縛
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四
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尾
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杉
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捌

　
　
　

繊
き
よ
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夜
毎
に
観
た
り
十
三
夜　
　
　
　
　
　

杉
本　
　

聰

　
　
　
　

ひ
よ
ん
の
実
を
吹
く
風
人
は
誰　
　
　
　
　
　

大
月　

西
女

　
　
　

秋
蝶
の
音
楽
室
に
や
つ
て
き
て　
　
　
　
　
　
　

日
比
谷
虚
俊

　
　
　
　

集
中
力
の
す
ぐ
に
欠
け
る
子　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
千
惠
子

ウ
　
　
　

秘
密
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地
自
分
ひ
と
り
の
別
天
地　
　
　
　
　
　

佐
藤　

森
恵

　
　
　
　

妖
し
い
雑
誌
床
に
散
ら
ば
る　
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寡
夫
な
れ
ば
何
の
遠
慮
が
い
る
も
の
か　
　
　
　
　
　
　
　

西

　
　
　
　

碓
氷
峠
を
飛
ば
す
ナ
ナ
ハ
ン　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虚

　
　
　

ご
み
鯰
と
き
を
り
世
間
窺
ひ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西

　
　
　
　

あ
つ
ぱ
つ
ぱ
か
ら
ひ
よ
つ
こ
り
と
顔　
　
　
　
　
　
　
　

千

令
和
三
年
十
月
十
六
日　

首
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
モ
ー
ト
連
句

歴
史
的
仮
名
遣
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幸
彦
の
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酒
酌
め
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と
軽
き
口
と
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西

　
　
　
　

国
産
み
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義
意
見
百
出　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森

　
　
　

無
く
な
つ
た
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針
を
得
て
妻
も
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婚
旅
行
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ー
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ス
で
行
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

虚

　
　
　

波
凍
つ
る
モ
ン
サ
ン
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シ
ェ
ル
に
月
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千

　
　
　
　

歩
哨
の
眼
に
て
遠
く
見
つ
め
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森

ナ
ウ

　
　
　

ひ
も
す
が
ら
草
し
や
り
し
や
り
と
岬
馬　
　
　
　
　
　
　
　

西

　
　
　
　

春
の
炬
燵
の
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に
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オ
ラ
マ　
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狂
詩
曲
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き
つ
つ
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づ
る
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落
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和
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酔
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え
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小
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雅
子

　
　
　

月
明
り
鯊
釣
り
の
魚
籠
片
付
け
て　
　
　
　
　
　

木
村　

ふ
う

　
　
　
　

ジ
ャ
ズ
の
リ
ズ
ム
に
乗
つ
て
宴
会　
　
　
　
　

山
中　

土
筆

ウ
　
　
　

人
の
絶
え
新
宿
駅
に
鳥
千
羽　
　
　
　
　
　
　
　

武
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佑

　
　
　
　

明
日
な
に
す
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と
君
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メ
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仝
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と
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く
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翅
生
え
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空
に
ま
あ
る
く
指
で
絵
を
描
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梁
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な
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猫
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を
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濡
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へ
夕
月　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
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に
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下
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な
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叱
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と
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た
も
う
づ
く
ま
る
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と
も
こ

ウ
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日
の
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も
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を
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み

　
　
　

本
当
は
好
き
で
す
な
ど
と
夢
に
言
ひ　
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友
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落
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子
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に
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茶
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史
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を
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史
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定
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史
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望
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に
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を
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図
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保
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子

　
　
　

脱
稿
の
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タ
ー
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ー
に
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呼
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仝
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え
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計
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猫
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う
て
を
る
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望
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の
尼
に
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が
途
切
れ
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真

　
　
　

召
し
上
が
れ
プ
リ
ン
に
添
へ
て
銀
の
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定
史

　
　
　
　

上
目
遣
ひ
に
誘
ふ
次
の
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真

　
　
　

朝
の
別
れ
藤
に
飛
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交
ふ
熊
ん
蜂　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
子

　
　
　
　

淡
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ゆ
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地
に
落
ち
ぬ
ま
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豚
望
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短
歌
行
「
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澁
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盛
興　

捌　

　　
　
　

受
賞
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の
徳
た
た
へ
て
や
小
紫　
　
　
　
　
　
　

澁
谷　

盛
興

　
　
　
　

自
由
が
好
き
と
揺
る
る
蓑
虫　
　
　
　
　
　
　

南
雲　

玉
江

　
　
　

雲
間
よ
り
月
き
ら
き
ら
と
農
道
に　
　
　
　
　
　

園
田　

保
博

　
　
　
　

一
息
入
れ
て
ド
リ
ッ
プ
コ
ー
ヒ
ー　
　
　
　
　
　
　
　

蛙
女

ウ
　
　
　

難
題
の
ジ
グ
ゾ
ー
パ
ズ
ル
捗
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
江

　
　
　
　

遠
ざ
か
り
行
く
夜
回
り
の
柝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
興

　
　
　

積
み
上
げ
し
白
樺
の
榾
芳
し
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛙
女

　
　
　
　

焦
が
れ
待
ち
た
る
メ
ー
ル
届
き
て　
　
　
　
　
　
　
　

保
博

　
　
　

夢
に
ま
で
見
し
デ
ー
ト
に
は
ま
だ
ま
だ
か　
　
　
　
　
　

盛
興

　
　
　
　

貯
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帳
記
帳
楽
し
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
江

　
　
　

鷗
啼
く
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ー
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ン
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花
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女

　
　
　
　

猫
の
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れ
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呷
る
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春
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に
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は
り
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は
り
と
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の
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江
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ロ
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ー
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は
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場
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興

　
　
　

刺
青
の
錨
に
惚
れ
て
子
を
な
せ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛙
女

　
　
　
　

濡
れ
し
後
朝
汽
車
に
飛
び
乗
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
博

　
　
　

久
々
の
有
観
客
に
沸
く
ラ
イ
ブ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
興

　
　
　
　

汗
ば
む
竿
に
釣
れ
る
ア
マ
ビ
エ　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
博

　
　
　

熱
帯
夜
三
日
月
の
先
少
し
融
け　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
江

　
　
　
　

妣
の
得
意
な
煮
込
み
香
れ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛙
女

ナ
ウ

　
　
　

故
郷
の
山
の
写
真
を
切
り
抜
き
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
江

　
　
　
　

騙
し
騙
し
の
膝
と
右
肩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛙
女

　
　
　

見
遙
か
す
都
大
路
の
花
の
幕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
興

　
　
　
　

丘
晴
れ
上
が
り
野
遊
び
の
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
博

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
十
月
十
六
日　

首
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
モ
ー
ト
連
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歴
史
的
仮
名
遣
ひ

　

伊
邪
那
美
の
座

�

����������
�������



酒
恋
尽
し
下
二
字
縛
り

　

表
合
せ
十
句
「
秋
の
宿
」
の
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
尾　

秀
四
郎　

捌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

い
ざ
な
ぎ
と
い
ざ
な
み
の
ご
と
秋
の
宿　
　
　
　

高
尾
秀
四
郎

　
　
　
　

や
ど
ろ
く
好
き
な
ボ
ジ
ョ
レ
ヌ
ー
ボ
ー　
　
　

近
藤　

純
子

　
　
　

茫
然
と
月
見
る
人
の
立
ち
飲
み
し　
　
　
　
　
　

浅
岡　

照
夫

　
　
　
　

見
知
ら
ぬ
土
地
に
拾
う
初
恋　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　
　

柚

　
　
　

鯉
こ
く
に
電
子
レ
ン
ジ
で
酒
の
燗　
　
　
　
　
　

平
林　

香
織

　
　
　
　

完
成
間
近
君
の
セ
ー
タ
ー　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柚

　
　
　

他
愛
な
い
お
し
ゃ
べ
り
つ
き
る
冬
の
閨　
　
　
　
　
　
　
　

織

　
　
　
　

寝
屋
川
の
岸
並
ぶ
蔵
元　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

照

　
　
　

も
と
も
と
の
私
に
な
り
て
嫁
ぎ
行
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

純

　
　
　
　

ゆ
く
ら
ゆ
く
ら
と
ほ
ろ
酔
い
の
道　
　
　
　
　
　
　
　
　

織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
十
月
十
六
日　

首
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
モ
ー
ト
連
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
代
仮
名
遣
い

半
歌
仙　
「
神
話
の
国
」
の
巻　

高
尾
秀
四
郎　

捌

　　
　
　

集
い
き
し
神
話
の
国
の
山
装
う　
　
　
　
　
　
　

高
尾
秀
四
郎

　
　
　
　

つ
づ
く
単
線
月
を
待
つ
人　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

純
子

　
　
　

そ
ぞ
ろ
寒
推
理
小
説
読
み
終
え
て　
　
　
　
　
　

浅
岡　

照
夫

　
　
　
　

次
か
ら
次
に
メ
ー
ル
返
信　
　
　
　
　
　
　
　

平
林　

香
織

　
　
　

矢
車
の
く
る
く
る
風
に
威
勢
よ
く　
　
　
　
　
　

渡
辺　
　

柚

　
　
　
　

故
郷
へ
誘
う
道
お
し
え
い
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

照

ウ　
　

総
ラ
メ
の
サ
マ
ー
ド
レ
ス
を
新
調
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

織

　
　
　
　

真
空
パ
ッ
ク
に
つ
め
た
札
束　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柚

　
　
　

石
油
王
第
五
夫
人
と
チ
ャ
ー
タ
ー
機　
　
　
　
　
　
　
　
　

織

　
　
　
　

ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
先
走
り
過
ぎ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

純

　
　
　

求
婚
の
誕
生
石
の
柘
榴
石　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

照

　
　
　
　

耐
用
年
数
見
直
し
の
頃　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柚

　
　
　

月
凍
る
Ｙ
字
路
ば
か
り
描
く
画
家　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

織

　
　
　
　

モ
ル
ト
求
め
て
海
は
大
北
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

純

　
　
　

首
傾
げ
御
堂
の
奥
に
仏
笑
む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

照

　
　
　
　

定
年
延
長
春
の
内
示
で　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

織

　
　
　

花
に
酔
う
片
岸
千
本
隅
田
川　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

秀

　
　
　
　

四
冠
狙
う
棋
士
に
初
虹　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
十
月
十
六
日　

首
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
モ
ー
ト
連
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
代
仮
名
遣
い

天
照
の
座

�

����������
�������



二
十
韻
「
こ
ど
も
泣
く
」
の
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

蕉
肝　

捌

　
　
　

町
内
に
こ
ど
も
泣
く
な
り
秋
深
し　
　
　
　
　
　

近
藤　

蕉
肝

　
　
　
　

と
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
月
と
栗
の
実　
　
　
　
　

坂
根　

慶
子

　
　
　

美
術
展
上
下
左
右
も
奔
放
に　
　
　
　
　
　
　
　

山
中
た
け
を

　
　
　
　

カ
メ
ラ
の
画
素
は
一
億
を
超
え　
　
　
　
　
　

若
月　

香
子

ウ
　
　
　

指
の
先
ぷ
ん
と
飛
び
立
つ
て
ん
と
む
し　
　
　
　

松
本
奈
里
子

　
　
　
　

サ
マ
ー
ド
レ
ス
は
風
に
膨
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　

た
け
を

　
　
　

新
入
り
の
侍
女
を
離
宮
に
招
き
入
れ　
　
　
　
　
　
　
　

蕉
肝

　
　
　
　

カ
ッ
サ
ン
ド
ラ
＊
の
虚
し
恋
占　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
子

　
　
　

骨
董
の
真
価
を
見
抜
く
仕
事
柄　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
け
を

　
　
　
　

プ
ラ
シ
ー
ボ
で
も
飲
ん
で
み
な
さ
い　
　
　
　
　
　
　

慶
子

ナ
オ

　
　
　

神
棚
の
酒
を
こ
っ
そ
り
燗
に
し
て　
　
　
　
　
　
　
　

た
け
を

　
　
　
　

雪
隠
詰
め
が
得
意
技
な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
子

　
　
　

遠
隔
で
故
人
に
語
る
墓
参　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
子

　
　
　
　

思
い
出
せ
な
い
覚
め
際
の
夢　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
里
子

　
　
　

は
ん
ざ
き
の
月
と
連
れ
立
つ
都
井
岬　
　
　
　
　
　
　
　
　

仝

　
　
　
　

防
空
壕
で
抱
き
し
め
た
肩　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
子

ナ
ウ

　
　
　

意
味
を
知
る
頃
に
は
消
え
た
と
こ
し
な
え　
　
　
　
　

た
け
を

　
　
　
　

蒼
穹
無
辺
山
鳥
の
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奈
里
子

　
　
　

花
明
り
連
な
る
路
地
に
導
か
れ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

香
子

　
　
　
　

家
族
集
い
て
弥
生
狂
言　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

慶
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
十
月
十
六
日　

首
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
モ
ー
ト
連
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
代
仮
名
遣
い

＊
カ
ッ
サ
ン
ド
ラ
：
ホ
メ
ロ
ス
の
出
て
く
る
ト
ロ
イ
の
王
女
。
神
に
よ
り

預
言
能
力
を
与
え
ら
れ
た
が
、
一
方
人
に
信
用
さ
れ
な
い
と
言
う
皮
肉
な

運
命
を
持
つ
悲
劇
の
人
物
。

�

����������
�������

月
読
の
座



二
十
韻
「
秋
深
し
」
の
巻　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
屋　

良
子　

捌

　
　
　

秋
深
し
鵜
戸
神
宮
の
亀
の
岩　
　
　
　
　
　
　
　

本
屋　

良
子

　
　
　
　

波
に
揺
ら
れ
て
昇
り
く
る
月　
　
　
　
　
　
　

五
郎
丸
照
子

　
　
　

村
芝
居
大
入
り
札
を
掛
け
る
ら
ん　
　
　
　
　
　

櫻
井
し
の
ぶ

　
　
　
　

故
郷
ま
で
は
ざ
つ
と
二
時
間　
　
　
　
　
　
　

石
川　

桃
瑪

ウ
　
　
　

ロ
ケ
ッ
ト
で
宇
宙
遊
泳
試
み
て　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

遊
凪

　
　
　
　

行
つ
て
く
る
よ
と
軽
く
ハ
グ
す
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

照

　
　
　

惚
れ
た
ふ
り
薩
摩
焼
酎
注
ぎ
な
が
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑪　
　

　
　
　
　

身
に
馴
染
ま
せ
る
浴
衣
藍
染　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ　
　

　
　
　

島
主
の
楠
の
大
木
手
を
拡
げ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

凪

　
　
　
　

名
あ
る
歌
人
の
あ
て
ど
な
き
旅　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑪

ナ
オ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

ト
コ
ト
コ
テ
ン
太
鼓
叩
い
て
猿
廻
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

凪

　
　
　
　

乱
高
下
す
る
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ

　
　
　

素
う
ど
ん
に
髭
の
幽
霊
付
き
合
う
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

照

　
　
　
　

娘
の
肩
で
眠
る
爺
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

凪

　
　
　

寒
月
に
女
杜
氏
の
嫁
ぐ
蔵　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑪

　
　
　
　

ジ
ャ
ン
プ
ス
キ
ー
の
反
り
返
る
板　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ

ナ
ウ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

イ
ヤ
ホ
ー
ン
付
け
て
選
手
の
リ
ズ
ミ
カ
ル　
　
　
　
　
　
　

照

　
　
　
　

色
と
り
ど
り
の
雛
あ
ら
れ
食
べ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぶ

　
　
　

山
桜
花
盗
人
を
と
が
め
ざ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

良　
　

　
　
　
　

紋
白
蝶
に
風
そ
よ
ぐ
畑　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瑪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
三
年
十
月
十
六
日　

首
尾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
モ
ー
ト
連
句

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

歴
史
的
仮
名
遣
ひ

須
佐
男
の
座

��

������������������



������������������

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
連
句
会

日
本
連
句
協
会
後
援

あ
と
が
き

　

国
文
祭
宮
崎
２
０
２
０
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た

め
に
一
旦
２
０
２
１
年
に
延
期
さ
れ
た
も
の
の
、

結
局
市
長
判
断
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
連
句

会
で
県
外
か
ら
人
が
集
ま
る
こ
と
で
感
染
が
懸

念
さ
れ
た
た
め
で
し
た
。
並
行
し
て
準
備
し
て

い
た
リ
モ
ー
ト
連
句
は
、
代
替
と
し
て
行
っ
て

も
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
も
併
せ
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
国
文
祭
は

行
政
主
導
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
か
ら
、
止
む

を
得
な
い
判
断
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

連
句
人
の
間
で
は
数
年
前
か
ら
リ
モ
ー
ト
連

句
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
が
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
い
よ
い
よ
現
実
的
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
春
よ
り
リ
モ
ー
ト
へ
の
切
り
替
え

が
急
速
に
進
み
、
２
０
２
０
年
に
は
ズ
ー
ム
連

句
の
試
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
リ
ア
ル
の
方
が

良
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
中
で
、
ズ
ー
ム
連
句

会
の
試
行
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
時
期
に
国
文
祭
宮
崎
の
延
期
が
決
ま
り
ま
し

た
。
芭
蕉
の
「
俳
諧
は
無
く
て
も
あ
る
も
の
だ
」

と
い
う
言
葉
が
ひ
ら
め
き
ま
し
た
。
万
が
一
リ

ア
ル
連
句
会
が
無
く
な
っ
て
も
、
ズ
ー
ム
連
句

会
は
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

国
文
祭
宮
崎
で
準
備
し
て
い
た
リ
モ
ー
ト
連

句
が
中
止
に
な
っ
た
時
、
平
林
香
織
さ
ん
、
五

郎
丸
照
子
さ
ん
、
靜
壽
美
子
さ
ん
が
ズ
ー
ム
連

句
を
や
ろ
う
と
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

山
中
た
け
を
さ
ん
が
技
術
支
援
を
引
き
受
け
ら

れ
ま
し
た
。
高
尾
秀
四
郎
さ
ん
が
日
本
連
句
協

会
の
後
援
を
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
か
く
し
て
多

く
の
連
句
人
の
ご
協
力
を
得
て
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

連
句
会
が
実
現
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
協
力
賜
り
ま
し
た
方
々
に
改
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
本
連
句
協
会
の
弥

栄
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
蕉
肝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

国
文
祭
宮
崎
準
備
担
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